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トピ ッ ク ス

宮 崎 問 題 論 考

埼玉県で発生 した犯罪史上例 をみないく幼女連続誘拐殺人事件》の罪に問われた宮崎勤被告(27

歳)の 初公判が、本年3月30日 、東京地裁で開かれた。その後再び5月 中旬類似事件が栃木県足

利市で も発生 した。

一連の事件 をどのように考 えるか、今後の裁判 を注 目してい く上で、専門外の読者にとって も

関心のある問題 と思われる。今回の トピックスは、精神科の専門家3名 より、それぞれの立場か

らみた宮崎勤被告の異常性を分析 してもらった。

連続幼女殺人事件異聞

前神戸大学医学部精神神経科助教授 島 田 照 三

(現島田クリニック、39年卒)

× 月 × 日

お じいちゃんの骨拾いに行 って来た。 トタン板の様

な ものの 中に灰 と一緒 に骨があ ちこちにち らばって

……。 もっともっと悲 しい感 じがするのかなと思った

けれども案外平静 な気持 だった。涙 も出なかった し。

日頃気丈 なお母 さんでも涙 を流 しなが ら拾 っていたの

に。俸 は少 し心が冷たいのかな。そ ういえば、お奪式

の前に、・お じいちゃんが嬉 こぶだろうと思 って・僕の

出来 る唯一つの こと、飼い犬のジ ョンのなき声 をテー

プで流 した時、皆が僕のことを変な目でみていたけど、

僕 はお じいちゃんが可愛が っていたジ ョンの声 を最後

にききたいだろ うと思 ってしただけで……。皆んなと

僕 はものの考 え方が違 うのかな・…・・。 まあ大人の考え

方 はいろいろあ ってややこしい し、考 える丈でも面倒

だか ら。 もう眠ることにす る。

×月 × 日

お じい ちゃんが亡 くなって十 日たった。始めの頃 は

別に何 とも思わなかったけれど、この頃になって、何

とな く心 にポ ッカリ穴が開いた ような気持で……。淋

しいとか悲 しい とかとい うのではないけれども、何か

虚ろな感 じが して、何 をす る気に もなれない。ボ ンヤ

リと寝 ころんで一 日を過す ことが多い。僕のことをと

ても可愛が って くれたお じいちゃんのことを想いだ し

ている1こともあるレ ・・…。お父 さんは、お じいち ゃん

の仏前に線香で も供えた らというけれども、自分で も

不思議なくらい何 もする気 になれない。僕の心 の中に

思 っていた以上 にお じいちゃんのことが占められてい

たのかな。お父さんは何 となく頼 りにならない し、お

母 さんは毎 日の生活で精一杯だ し、やは り、僕 はお じ
い コ ヒ

いちゃんのことを一番頼 り.にしていた ように思う。今

急に涙が こみ上げて来 た。今夜はビデオも見た くない。

`×月× 日

僕がボ・一ッと毎 日過 しているのを両親共に心配 して

いる らしい。何 とか元気 を出そう と思 うのに余計 に

ポー ッとして何 もした くない。親 と話すのも憶劫 だし、

外に出る気 もしない。一 日中ゴロゴロねて、ボ ンヤ リ

とビデオを見ている丈だ。 きっとそんな僕に気遣 った

のだろう。父 さんが僕の車 を買って くれるとい う。 も

ちろん、以前から店の車でな く自分の車が欲 しか った

か ら買 って もらうことに した。前か ら思 っていたラン

グレーにした。値段 も手頃だし。色 はブルーがいい。

目立つ し、はっきりとしているのが好 きだ。白色はは

やっているけど皆が乗っていてどこにで もあるとい う

のが厭だ。そういえば少 し元気が出て来だかな。誰に

も邪魔 されずに自分の世界が持てる。 さあ少 し外 を乗

り廻 してみるか。

× 月× 日

車を運転 して、案外格好 いい女の子 を助手席に乗せ

て いる奴が多いことにびっくりした。僕 よ りも若い年
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齢 の 男が可 愛 いい女 の子 を隣 にのせ てい るなんて

……。腹が立つような…羨ましい ような。あいつ ら皆

うま くや っているんだろうな。僕 もビデオでは何度 も

みて知っているけれど、一度女の子 と仲良 くしたいな。

で も今迄一度 も女の子 と恋をしたこともない し、手 を

触れたこともない。で も実際に僕に女の子がで きて も

手を握ることが出来るかな 。 自信がないな。何か

こう馬鹿 にされそ うで。 もしそんなに見下げるような

態度 をされたらもうたまらないだろ うな。プライ ドは

傷つ くし。 もしそんなように しかな らないのだった ら

始めか ら近づかない方がいいだろうな。でも可愛いい

女の子が隣に坐って くれた らどんなに素敵だろうな。

×月X日

今 日、買って来たビデオは今迄にな く新鮮だ った。

どぎついセ ックスのビデオやSMの ビデオも結構、始

めの うちは興奮 したけれど、何度 も繰返 して見ている

うちに、何かいやらしくて気分が悪 くなって途中で止

めることが多か った。 けれ ども今 日のビデオはすごく

興奮 した。女子大生がテニスを していてパ ンチ ラが

写 っているだけなんだけど、すご く清潔で、 ドキ ドキ

Lて しまう。大人の男や女のいやらしい裸体が うこい

ているのではなくて、奇麗な細い二本の足が健康 そう

に動いて、その間に時々パ ンチラがあって、見えそう

で見えなくて……。本当に感激だ。明 日も又 ビデオを

買いに行こう。あ一あ、眠れそ うにないな。短かいス

カー トの 間か ら真 白いパ ンチ ラが 目にち らつ いて

0

× 月 × 日

テニスのパ ンチラに も少 し飽 きて来た。いつ も同 じ

パ ターンだか ら。ロリコンの ビデオも見たけど、幼い

女の子 よりやは り若いギャルの方が僕 は好きだな。 し

か しもうビデオも見飽 きたので少 しきっち りと整理 し

ておこうと思 う。それにして ももっと何か面白い こと

はないかな 。そうだ、自分でテニスをしてい る女

の子 をビデオで撮 ってみようかな。これは面白そうだ。

以前 にも多摩辺 りで女子大生が多勢 テニスを していた

処があ ったな 。あんな処で ビデオカメラを廻 した

らきっと新鮮な ものが出来ると思 う。でも、もし馬鹿

にされた り、叱られた り、多勢 に取 り囲まれてお どさ

れた りした らどうしよう。若い女の子に冷た くされる

のが一番 ショックだか らな 。 まあ、一度や ってみ

るか。 ラング レーもあることだ し、遠 くか らズームを

使 って撮れば、案外 うまくい くか も知れない。

×月 × 日

ビデオで再生 してみた ら、満足マ ンゾク。買ったも

のと違 って、さっき迄僕 自身の眼で確かに見ていた も

のが写 っているのだから最高!!。 僕が実際に体験 した

パ ンチラがこの ビデオにおさまっているのだから。 こ

の興奮 はす ごい。しか し、最後のグループは少 しシ ョッ

クだったな。皆が僕の方 をみて、さげすむ ような眼つ

きで……中にはうす笑い をしていた女の子 もいたな。

す ぐにスイ ッチ を切って別 な方向ヘ カメラを廻 したか

らビデオには幸い写ってな くてよかったかれども。で

も何 か しらすごい劣等感 を憶えたな 。小 さい頃か

らよくい じめられたけれ ど、僕 は強い ものにはひどく

おびえる性格があるのかな。この劣等感だけは何度経

験 しても厭だな。こんなにわび しい ものはない と思 う。

で もいいや、あす も可愛い子ちゃんをか くし撮 りしよ

う。

× 月X日

今 日、すごい経験 をした。テニスのパ ンチラを撮 っ

ている間に可愛い女の児、そう4才 位かな、僕の側に

来てじっとカメラを見ているんだ。 こっちにおいで と

いったらニコニコして僕の膝に乗って来て、ホ ッペを

す りよせてもうれ しそ うだった し。膚 もスベスベ して

とても気持 よかった。足 をブランブランさせて、その

感触 もいい レ ・・…。 こんな小 さな女の子だ った ら、あ

のテニスの女子大生のように僕 を馬鹿に もしないだろ

うし、僕の言 うことを素直に聞いて くれるだろうし。

r 、劣等感を全 く味わわずにすんで、 しかも僕のい

いな りになるなんて。こんな小さな女の子だったら僕

の彼女 にすることが出来 る。そ う思って呆然と してい

た ところに母親 らしい女の入が来て、彼女の名前を呼

んで向 うに連れていって しまった。でも僕の自由にな

るのが若い女の子 だった らもっ と素晴 ら しいだろ う

な。

×月 × 日

とうとうやって了った。本当ははずみだったんだ。

ラングレーか ら幼い女の子に話 しかけた らニコニコと

車に乗って来たんだ。思わず頬ず りを して抱 きしめて

いる内に下着 を脱が して しまって一 、 とそこでびっ く

りする程大 きな声で泣 きだ したんだ。僕のいいな りに

なると思いこんでいたのに、随分びっくりして しまっ

て……。気がついた らグッタリとして、息 もとまって

いて……。 どうしようどうしようと。廻 りをみて も誰

も見 ていない ようだ し、と りあえず車で僕の家 まで

帰 って来た。 こっそ りと僕の部屋迄運 んで。 ビニール

袋にいれて隅においておいたけど、何か～寸気持ち悪
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いな。で もビデオを見ながら気分を しづめて。 どうし

たらいいかな 。人を殺 したなんて思 えない位静か

かな。殺人犯なんて皆こんな気持なのかな。

×月 × 日

今朝の新聞 を見て驚いた。だって僕は間違いな くM

ちゃんを殺 して、その三 日後に悪臭が して来たので仕

方 なく前の畑で ゴ ミや ワラと一緒にMち ゃんの遺体を

焼いて、その翌 日バ レたらいけないと思 って拾 い集め

ておいた骨 を部屋 にか くしていた。その骨 をMち ゃん

の家の前にダンボール箱 に入れて置いて来た。だのに

新聞にはMち ゃんの骨 とは違 うと専 門家が云 っている

と載っているんだ。驚ろきよ りも、僕が本当にMち ゃ

んを殺 さなか ったのではないか と自分 を疑 ってみた り

もする。 もし僕が本当は殺 していないんだった ら僕の

存在 は一体 なんなのだ。いや、やは り僕 は絶対 に殺 し

たんだ。その証拠があの骨だ。あの骨がMち ゃんの も

のではないなんて、そんな馬鹿な。そんな理不尽があっ

てたまるか。今から警察にあててあの骨がMち ゃんの

ものであるということを書いて出そ う。警察につか ま

りた くはないけれども、でも僕 を馬鹿 にしている。絶

体 に僕 は殺 したんだ。僕がこの手でやったんだ!!。

× 月× 日

幼い女の子はやは り可愛い。だって僕の誘いに素直

にの って来て くれるもの。で も今度の子 も大 きな声で

泣いた。泣かれると困るんだ。そ してつい前のように

なって気がついた らグッタリとなっていて。でも以前

のようにうろたえな くなった。動 きのない身体 に触れ

てみた り、ビデオに撮る余裕 もあるし……。 ビデオで

撮ってお くと後で何度 も見て、あの時に間違いなく自

分が殺 ったんだという証拠 になって、自分がそこに存

在 した、確かに存在 したということが確信出来てホ ッ

とするんだ。不思議 な位ホ ッとするんだ。丁度お じい

ちゃんの膝の中に抱かれていたときみたいに……。
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